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拡散 してきた粒子は結晶に取 り込 まれ､さらに結晶界面で動き回 り (表面拡散)､吸着や
離脱を行 う｡ これらの素過程のうちどれが重要な律速過程であるかによって成長形態が異
なる｡成長形態を決めるパラメーター Oは熱力学的な平衡状態からのずれを表わす過飽和
















するが､今回は､濃度を一定にして温度を変 えることによりO を変えた｡成長セルは 13




り様 々な形態が現れ､ <100>成長 と<110>成長が混在 する領域がある｡ この成長
形態 (図 2:O=0. 0511)はランダムに側枝を出し､成長界面の崩落線が安定に保
たれていて､前述のDBMに相当すると考えられる｡ この崩落線の成長速度 Vと O の関係
を図 3に示す｡図 3において､normaldendriteと書いてある領域が普通の樹枝状結晶成長
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領域で､tip-splittingと書いてある領域が先端分岐を行 う領域である｡ この先端分岐領域
の比較的O が大きいところでDBMが観察される｡測定された O は 0. 0511, 0. 0
532,0. 0574, 0.0614の4点である｡
[3]議論
まず最初に､先端間の距離はほぼ拡散長 d=2D/V～数十 Lmになっている｡ ここで､





さを表すハースト指数Hは0. 5である｡ しかし､図2からも判るように界面が揃い､ H
をboxcounting法から求めると 1になる｡ この界面安定性は図 3から次のように考察され
る｡ O が大きいとVが小さくなるわけだから安定化の作用が働 くと考えられる｡一種の負
性抵抗みたいなものである｡仮に､局所的にある界面が突出 したとすれば濃度の集中が起
こりそこの局所的なOが大きくなる｡図 3はそういう状況ではそこのVは小さくなること
を示 している｡ このことは実際の成長様式では先端分岐の頻度が多 くなり､多くの結晶先
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